
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
金属を溶解および精錬するルツボをルツボ炉中に設置する時に用いられる円筒形のルツボ
台において、ルツボ台の上面のルツボと接する処に外周部に開口状態となった上面溝を有
す空隙部を設けて火焔が直接ルツボの底部に当る構造とし、かつ、ルツボに接するルツボ
台上部を扇形形状に夫々形成し、上記火焔がルツボの底部に直接接触する面積を２０～８
０％の範囲とし、さらにルツボ台の上面外周部に開口状態となった上面溝を有す空隙部の
高さを火焔の囲りを良くするためにルツボ台の１／４～１／３に切り込みしたことを特徴
とするルツボ台。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は非鉄金属をルツボ炉を用いて溶解および精錬を行なうルツボを炉中に設置するた
めに用いるルツボ台に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
ルツボ炉によりアルミニウム系材料や銅系材料等の非鉄金属の溶解および精錬を行なうに
は、通常ルツボ炉中にルツボ台と称するルツボの台座を用いている。このルツボ台は中央
部に凹部を設けてルツボの底の中央部と接触しない様間隙を設けているが、ルツボと接触
している外周面は全ての部分で接しているためルツボの底部にはまったく炎も入らない状
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態となっている。尚ルツボ炉はルツボと同様円筒状の筒型炉で下部に燃焼室を持ち、上部
は絞られている。このルツボ炉内に設置されたルツボと炉の壁はほぼ均等なる間隙を保っ
ている。この下部の燃焼室、即ちルツボ台の高さのほぼ中央部に燃焼用バーナーより送り
込まれたガス又は油等の燃料と空気により炉の内壁にそって燃焼しながら火焔が上部にあ
がり、炉外へ放出される。この間にルツボが加熱され内部に挿入された材料を溶解して行
く。ルツボ炉の下部のルツボ台部に燃焼室を設けているのは第一にルツボ底部や下部位に
、より熱を与えて上部位と同様に底部や下部位の温度を高めて、ルツボ全体の温度差を少
なくすることにより、溶解時間の短縮とルツボの熱歪による亀裂の発生を抑制したいため
である。このためルツボ台の材質も高熱伝導性の黒鉛質材が用いられているが、その形状
は円筒形状で上面中央部には凹部が設けられてはいるが、外周部は、全て密着状態となっ
ているため火焔に直接触れることは無くルツボの底部はルツボ台を通しての伝達熱のみに
より加熱されて昇温して行くので底部の昇温が非常に遅れることとなり大きな温度差が生
じる。このため熱歪により底部の中心部に亀裂が発生し易く亀裂によっては地金の差し込
みとか、割れにより溶湯が流出するなど事故の発生につながり工場全体の稼働にも影響を
もたらすこととなる。これを復旧する保全作業、ルツボの取り替え作業等により多額の費
用を要し、かつ円滑な生産を行なうことができなくなると共にひいてはこれが生産コスト
を引き上げる要因ともなる。このような不慮の事故に対応するため予備設備を持つことも
行なわれているが、設備の稼働効率が非常に悪くなる等の種々多くの諸問題をかかえてい
るのが現状である。これらの諸問題が解決され、安全かつ円滑な生産活動ができることが
強く望まれている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
前述の如きルツボ炉内に設置されるルツボとルツボ台の構造を改め、エネルギーの有効効
率を高めて溶解時間の短縮とルツボを底部から上部位迄をできるかぎり均等に昇温させて
ルツボ自体の温度差を小さくすることにより熱歪によるルツボの亀裂の発生に伴う地金差
しや割れによる溶湯の流出などルツボの事故を改善し操業のチョコ停や炉の保全機会を少
なくし安全かつ高効率な生産活動ができるようにして高能率で生産コストを引きさげれる
ことができるルツボ台を提供することを技術的な課題とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
本発明者等はこのような現状に鑑み種々実験改良を重ねた結果、炉の操業が安定しかつ高
効率で生産活動ができるようにする手段として、ルツボ自体に大きな温度差を生じてひき
おこす、主にルツボの底部の亀裂や割れによる地金差しや溶湯の炉内への流出現象を防止
し、改善するため、ルツボの底部に直接火焔を当らせることにより底から早く熱がつき、
ルツボの温度があがるようにすれば上部位の温度は必然的に上昇するのでルツボの熱歪も
大きく生ずることなく、かつ投入した金属の溶解がルツボの底部より始まり、溶解効率が
非常に高くなることを見い出した。即ち短時間で溶解ができ、かつルツボの損傷改善がで
きる手法で、これはルツボ台の上面のルツボと接する処に外周部に開口状態となった上面
溝を有し空隙部を設けて火焔が直接ルツボの底部に当る構造とすることである。この火焔
が直接接触する面積を２０～８０％の範囲とすることが温度の昇温効率および構造上の安
全性がもっともよい範囲であることを種々の試験結果より導き出し得たものである。尚開
口部の高さについては特に定めることは無いが火焔の囲りをより良くするためにはルツボ
台の１／４～１／３位い切り込むことが望ましい。以上の様にルツボは底部から火焔によ
り直接加熱されるため従来のようにルツボ台を高熱伝導性の黒鉛質材とする必要も無く、
使用温度１２００℃～１４００℃の熱に耐えること、および昇熱冷却を繰返す使用条件に
耐え、耐熱衝撃性にすぐれた耐火物ならば良いこととなり、一般の酸化物で熱間線膨脹率
が１０００℃で０．５％以下の耐火物の使用が可能となり、黒鉛の酸化による組織劣化現
象が生じての損傷も無くなり耐用寿命が長くなる、またルツボの亀裂の発生、および割れ
現象の改善による操業のチョコ停を無くし、かつルツボの耐用寿命の延長化もでき、しか
も溶解時間の短縮による溶解効率の向上と溶解のための燃料（エネルギー）のロスを少な
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くすることができる等大きな改善ができ、現在持っている種々の問題点を解決し得る手段
をここに提供するものである。
【０００５】
（限定理由）
１　外周部に開口状態となった上面溝を有し、かつ空隙部が２０～８０％となっている。
ａ　ルツボの底部とルツボ台との間隙部に火焔が通り、直接ルツボの底部に火焔が触れる
ことにより加熱効果を高めるためには外周部はできるだけ広い開口状態としなければなら
ない。
ｂ　空隙部（非接触部）が２０～８０％
非接触部即ち空隙部が２０％以下であると火焔の通りがわるくルツボ底部の昇温がおそく
、効果が小さい、８０％以上となると単位面積当りの荷重が大きくなり、ルツボおよびル
ツボ台に荷重による損傷がでる可能性が高くなり、操業時の安全性を維持することができ
ないためである。
次に本発明を実施例により説明する。
【０００６】
【実施例】
本発明の実施例に用いたルツボおよびルツボ台の品質特性値を表１に示す。
【０００７】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【０００８】
本発明の円筒形のルツボ台のルツボと接触する上面を図２に示す形状で外周部に開口状態
となった上面溝を設け、ルツボとの非接触の面積を３０％および７０％とした供試体を作
成して、実用実施試験を行なった。実用実施試験に用いたルツボ炉、ルツボおよびルツボ
台の外形状を図１および表２に示す。尚使用した溶解金属としてアルミニウム材ＢＣ－６
を用いた。
実用実施試験の結果を表３に比較例とともに示す。
【０００９】
【表２】
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【００１０】
【表３】
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【００１１】
【発明の効果】
以上の結果に示されるようにＡ３００黒鉛ルツボによる実用実施試験の効果は鋳造可能状
態の溶湯のできる迄の所要時間は従来品のルツボ台（比較例）を１００とした場合本発明
例▲１▼、▲２▼はそれぞれ７２．９％、５８．８％と大巾な短縮ができると共にルツボ
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内での溶湯温度差も従来品の場合は底部の温度が低く－３０℃の差を有しているが本発明
品▲１▼が－１１℃、▲２▼が＋３℃と非常に小さくなっており鋳造時の溶湯の品質管理
が容易となる効果をみることができた。尚ルツボの各部位の温度差が小さくなったことよ
りルツボの亀裂発生も損傷も少なくなり本実用実施例では従来品のルツボ台の耐用回数が
２９３回に対して本発明による▲１▼、▲２▼のルツボ台はそれぞれ４０４回と、４４６
回と耐用比が１３８％、１５２％と大きく向上させることができる等諸点において絶大な
る効果を修めることができた。
【図面の簡単な説明】
【図１】ルツボ炉へのルツボ、ルツボ台のセットの断面図である。
【図２】本発明のルツボ台の斜視図である。
【符号の説明】
１　ルツボ
２　ルツボ台
３　ルツボ炉
４　燃焼用バーナー
５　ルツボ台の上面溝
６　ルツボ台中央部の凹部
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【 図 ２ 】
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